
授業科目 アートクリエイティブⅡ 担当教員 車 聡太郎 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 8 回 時間数 15 時間 

授業目的 効果的なデザインに関する基礎的な知識・技術の習得 

到達目標 人目に付くデザイン（ポップ・Web）手法を身に付ける 

テキスト・ 
参考図書等  

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験  

提出物：授業内で制作した制作物の提出 
その他：授業への取り組み姿勢や授業態度が含まれます 

レポート  
小テスト  
提出物 60 
その他 40 

履修上の 
留意事項  

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 POP の構成要素１ POP における基礎知識の習得 

 2 POP の構成要素２ POP におけるキャッチコピーの考案 

 3 POP の構成要素３ POP における効果的な手法の習得 

 4 POP 作成 1 POP 作成実習 1 

 5 POP 作成 2 POP 作成実習 2 

 6 POP 作成 3 POP 作成実習 3 

 7 POP 作成 4 POP 作成実習 4 

 8 POP 作成 5 POP 作成実習 5 
 
  



授業科目 アートクリエイティブⅡ 

担当
教員 車 聡太郎 

 
実務
経験 有：□  無：■ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 動物災害看護学 担当教員 前鼻 彰人 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・後期 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 15 回 時間数 30 時間 

授業目的 災害急性期に動物救護のための獣医療を支援するための知識、技術を修得する。 

到達目標 動物災害救命士補 資格合格 

テキスト・ 
参考図書等  

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験 70 

評価試験：70％ 
小テスト：30％ 

レポート  
小テスト 30 
提出物  
その他  

履修上の 
留意事項  

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 災害を知る 1 災害の種類とリスク① 

 2 災害を知る 2 災害の種類とリスク② 

 3 災害を知る 3 災害の種類とリスク③ 

 4 災害を知る 4 災害の種類とリスク④ 

 5 ハザードマップ ハザードマップの確認方法、小テスト 

 6 災害時に適応される法律 1 災害医療関連法規① 

 7 災害時に適応される法律 2 災害医療関連法規② 

 8 避難方法と避難生活 1 同行避難と同伴避難、小テスト 

 9 避難方法と避難生活 2 避難方法と必要物品 

 10 避難方法と避難生活 3 避難生活と人獣共通感染症 

 11 避難方法と避難生活 4 動物災害看護、小テスト 

 12 災害を知る  5 防災センター見学実習 

 13 災害を知る  5 防災センター見学実習 

 14 災害を知る  5 防災センター見学実習 

 15 災害を知る  5 防災センター見学実習 
 
  



授業科目 動物災害看護学 

担当
教員 前鼻 彰人 

動物病院 
実務
経験 有：■  無：□ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・後期 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 動物看護学Ⅳ 担当教員 佐藤 真帆 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・後期 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 15 回 時間数 30 時間 

授業目的 動物診療助手資格の取得 

到達目標 動物の基礎から動物病院での応用実践まで、関係性を予測し実施することができる。 

テキスト・ 
参考図書等 目指せ早期発見！わかる犬の病気 

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験 70 

評価試験：70％ 
小テスト：30％ 

レポート  
小テスト 30 
提出物  
その他  

履修上の 
留意事項  

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 動物関連法規 1 動物の愛護と管理に関する法律① 

 2 動物関連法規 2 動物の愛護と管理に関する法律② 

 3 動物関連法規 3 その他（野生動物、外来生物、廃棄物処理） 

 4 動物外科実習 1 周術期の流れの理解、毛刈り、消毒の方法・小テスト 

 5 動物外科実習 2 気官挿管の道具と手順 

 6 動物外科学 1 消毒と滅菌方法の理解 

 7 動物外科実習 3 助手の準備（手洗い、消毒） 

 8 動物外科実習 4 助手の準備（ガウニング、グロービング） 

 9 動物外科学 2 手術に使用する器具、機械の理解・小テスト 

 10 動物外科実習 5 手術に使用する器具、機械の操作① 

 11 動物外科実習 6 手術に使用する器具、機械の操作② 

 12 動物外科学 3 麻酔薬と麻酔モニター 

 13 動物外科実習 7 麻酔モニターの装着と各種項目の理解 

 14 動物外科学 4 救急救命方法の理解・小テスト 

 15 動物外科実習 8 救急救命方法の実習（BLS） 
 
  



授業科目 動物看護学Ⅳ 

担当
教員 佐藤 真帆 

動物病院 
実務
経験 有：■  無：□ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・後期 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 ペット栄養学Ⅰ 担当教員 佐藤 真帆 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 15 回 時間数 30 時間 

授業目的 動物飼養者への栄養指導に活かすことができる。 

到達目標 ①基礎的な栄養素を理解し、過不足などで起こりうる問題点を学ぶ。                                                                    
②ライフステージや疾病に合わせた栄養管理を学び食事管理や栄養指導方法を理解する。 

テキスト・ 
参考図書等 プリント教材 

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験 70 

評価試験：70％ 
小テスト：30％ 

レポート  
小テスト 30 
提出物  
その他  

履修上の 
留意事項  

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 基礎栄養学１ 6 大栄養素（炭水化物） 

 2 基礎栄養学２ 6 大栄養素（タンパク質） 

 3 基礎栄養学３ 6 大栄養素（脂質） 

 4 基礎栄養学４ 6 大栄養素（ビタミン） 

 5 基礎栄養学５ 6 大栄養素（ミネラル） 

 6 基礎栄養学６ 6 大栄養素（水） 

 7 基礎栄養学７ 食性、嗜好性 

 8 基礎栄養学８ エネルギー要求量、計算方法 

 9 基礎栄養学まとめ 小テスト 

 10 臨床栄養学１ ライフステージ別の栄養管理① 

 11 臨床栄養学２ ライフステージ別の栄養管理② 

 12 臨床栄養学２ ライフステージ別の栄養管理② 

 13 臨床栄養学４ 疾病別の栄養管理②（泌尿器系） 

 14 臨床栄養学５ 疾病別の栄養管理③（消化器系） 

 15 臨床栄養学６ 疾病別の栄養管理④(アレルギー) 
 
  



授業科目 ペット栄養学Ⅰ 

担当
教員 佐藤 真帆 

動物病院 
実務
経験 有：■  無：□ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 グルーミング実習Ⅲ 担当教員 中山 聡士 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 120 回 時間数 240 時間 

授業目的 講義で学んだ事、グルーミング実践の基礎を理解しスタンダードを意識した高い技術の向上を目
指す。 

到達目標 サロン検定 1 級取得を目指し、シザーリング、カット、クリツピングができるようになる。 

テキスト・ 
参考図書等 

グルーミング道具、実習着、エプロン、犬体ウィッグ、ドッグ・グルーマーズプロフェッショナ
ル 

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験 60 

実技試験または筆記試験、課題にて評価。 
試験は授業内で実施の場合もあります。 

レポート 0 
小テスト 40 
提出物 0 
その他 0 

履修上の 
留意事項 

犬の扱い トリミング技術 並びにお客様とのコミュニケーションを学ぶ。実習中は手技のミス
による怪我に充分注意する。 
内容は進度により変更の場合があります。 

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 グルーミング実習１ 基礎作業見直し 

 2 グルーミング実習１ 基礎作業見直し 

 3 グルーミング実習２ 基礎作業見直し 

 4 グルーミング実習２ 基礎作業見直し 

 5 グルーミング実習３ 基礎作業見直し 

 6 グルーミング実習３ 基礎作業見直し 

 7 グルーミング実習４ 基礎作業見直し 

 8 グルーミング実習４ 基礎作業見直し 

 9 グルーミング実習５ 基礎作業見直し 

 10 グルーミング実習５ 基礎作業見直し 

 11 グルーミング実習６ 基礎作業見直し 

 12 グルーミング実習６ 基礎作業見直し 

 13 実演① プードル ベアカット(１級内容確認) 

 14 実演① プードル ベアカット(１級内容確認) 

 15 グルーミング実習８ ドライング技術の確認・強化 

 16 グルーミング実習８ ドライング技術の確認・強化 

 17 グルーミング実習９ ドライング技術の確認・強化 

 18 グルーミング実習９ ドライング技術の確認・強化 

 19 グルーミング実習１０ ドライング技術の確認・強化 

 20 グルーミング実習１０ ドライング技術の確認・強化 

 21 グルーミング実習１１ ドライング技術の確認・強化 

 22 グルーミング実習１１ ドライング技術の確認・強化 

 23 グルーミング実習１２ ドライング技術の確認・強化 



 24 グルーミング実習１２ ドライング技術の確認・強化 

 25 グルーミング実習１３ ドライング技術の確認・強化 

 26 グルーミング実習１３ ドライング技術の確認・強化 

 27 グルーミング実習１４ 足回りカット 切上げ 

 28 グルーミング実習１４ 足回りカット 切上げ 

 29 グルーミング実習１５ 足回りカット 切上げ 

 30 グルーミング実習１５ 足回りカット 切上げ 

 31 グルーミング実習１５ 足回りカット 切上げ 

 32 グルーミング実習１５ 足回りカット 切上げ 

 33 グルーミング実習１６ 足回りカット 切上げ 

 34 グルーミング実習１６ 足回りカット 切上げ 

 35 グルーミング実習１７ 足回りカット 切上げ 

 36 グルーミング実習１７ 足回りカット 切上げ 

 37 グルーミング実習１８ 足回りカット 切上げ 

 38 グルーミング実習１８ 足回りカット 切上げ 

 39 グルーミング実習１９ 足回りカット 切上げ 小テスト 

 40 グルーミング実習１９ 足回りカット 切上げ 小テスト 

 41 グルーミング実習２０ 足回りカット 切上げ 小テスト 

 42 グルーミング実習２０ 足回りカット 切上げ 小テスト 

 43 グルーミング実習１８ 四肢のカット 形付け 

 44 グルーミング実習１８ 四肢のカット 形付け 

 45 グルーミング実習１９ 四肢のカット 形付け 

 46 グルーミング実習１９ 四肢のカット 形付け 

 47 グルーミング実習２０ 四肢のカット 形付け 

 48 グルーミング実習２０ 四肢のカット 形付け 

 49 グルーミング実習２１ 四肢のカット 形付け 

 50 グルーミング実習２１ 四肢のカット 形付け 

 51 グルーミング実習２２ 四肢のカット 形付け 

 52 グルーミング実習２２ 四肢のカット 形付け 

 53 グルーミング実習２３ 四肢のカット 形付け 

 54 グルーミング実習２３ 四肢のカット 形付け 

 55 グルーミング実習２４ 四肢のカット 形付け 

 56 グルーミング実習２４ 四肢のカット 形付け 

 57 グルーミング実習２５ 四肢のカット 形付け 

 58 グルーミング実習２５ 四肢のカット 形付け 

 59 グルーミング実習２６ 四肢のカット 形付け 

 60 グルーミング実習２６ 四肢のカット 形付け 

 61 グルーミング実習２７ 四肢のカット 形付け 

 62 グルーミング実習２７ 四肢のカット 形付け 

 63 グルーミング実習２８ 四肢のカット 形付け 

 64 グルーミング実習２８ 四肢のカット 形付け 

 65 グルーミング実習２９ 四肢のカット 形付け 



 66 グルーミング実習２９ 四肢のカット 形付け 

 67 グルーミング実習３０ 四肢のカット 形付け 

 68 グルーミング実習３０ 四肢のカット 形付け 

 69 グルーミング実習３１ 四肢のカット 形付け 

 70 グルーミング実習３１ 四肢のカット 形付け 

 71 グルーミング実習３２ 四肢のカット 形付け 

 72 グルーミング実習３２ 四肢のカット 形付け 

 73 グルーミング実習３３ 四肢のカット 形付け 

 74 グルーミング実習３３ 四肢のカット 形付け 

 75 グルーミング実習３４ 全身カット バランスを考えて行う 

 76 グルーミング実習３４ 全身カット バランスを考えて行う 

 77 グルーミング実習３５ 全身カット バランスを考えて行う 

 78 グルーミング実習３５ 全身カット バランスを考えて行う 

 79 グルーミング実習３６ 全身カット バランスを考えて行う 

 80 グルーミング実習３６ 全身カット バランスを考えて行う 

 81 グルーミング実習３７ 全身カット バランスを考えて行う 

 82 グルーミング実習３７ 全身カット バランスを考えて行う 

 83 グルーミング実習３８ 全身カット バランスを考えて行う 

 84 グルーミング実習３８ 全身カット バランスを考えて行う 

 85 グルーミング実習３９ 全身カット バランスを考えて行う 

 86 グルーミング実習３９ 全身カット バランスを考えて行う 

 87 グルーミング実習４０ 全身カット バランスを考えて行う 

 88 グルーミング実習４０ 全身カット バランスを考えて行う 

 89 グルーミング実習４１ 全身カット バランスを考えて行う 

 90 グルーミング実習４１ 全身カット バランスを考えて行う 

 91 グルーミング実習４２ 全身カット バランスを考えて行う 

 92 グルーミング実習４２ 全身カット バランスを考えて行う 

 93 グルーミング実習４３ 全身カット バランスを考えて行う 

 94 グルーミング実習４３ 全身カット バランスを考えて行う 

 95 グルーミング実習４４ 全身カット バランスを考えて行う 

 96 グルーミング実習４４ 全身カット バランスを考えて行う 

 97 グルーミング実習４５ 全身カット バランスを考えて行う 

 98 グルーミング実習４５ 全身カット バランスを考えて行う 

 99 グルーミング実習４６ 小テスト 四肢カット 

 100 グルーミング実習４６ 小テスト 四肢カット 

 101 グルーミング実習４７ 小テスト 四肢カット 

 102 グルーミング実習４７ 小テスト 四肢カット 

 103 グルーミング実習４８ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 104 グルーミング実習４８ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 105 グルーミング実習４９ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 106 グルーミング実習４９ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 107 グルーミング実習５０ 全身カット 検定を想定した時間配分 



 108 グルーミング実習５０ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 109 グルーミング実習５１ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 110 グルーミング実習５１ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 111 グルーミング実習５２ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 112 グルーミング実習５２ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 113 グルーミング実習５３ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 114 グルーミング実習５３ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 115 グルーミング実習５４ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 116 グルーミング実習５４ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 117 グルーミング実習５５ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 118 グルーミング実習５５ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 119 グルーミング実習５６ 全身カット 検定を想定した時間配分 

 120 グルーミング実習５６ 全身カット 検定を想定した時間配分 
 
  



授業科目 グルーミング実習Ⅲ 

担当
教員 佐々木珠代 

トリマー 
実務
経験 有：■  無：□ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 グルーミング実習Ⅳ 担当教員 中山 聡士 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・後期 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 120 回 時間数 240 時間 

授業目的 講義で学んだ事、グルーミング実践の基礎を理解しサロントリマー検定を意識した高い技術の向
上を目指す。 

到達目標 サロン検定 1 級取得を目指す必要な技術を取得する。 

テキスト・ 
参考図書等 

グルーミング道具、実習着、エプロン、犬体ウィッグ、ドッグ・グルーマーズプロフェッショナ
ルワークブック 

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験 60 

実技試験または筆記試験、課題にて評価。 
試験は授業内で実施の場合もあります。 

レポート 0 
小テスト 40 
提出物 0 
その他 0 

履修上の 
留意事項 

犬の扱い トリミング技術 並びにお客様とのコミュニケーションを学ぶ。実習中は手技のミス
による怪我に充分注意する。 
内容は進度により変更の場合があります。 

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 グルーミング実習１ 様々な犬種のトリミング 

 2 グルーミング実習１ 様々な犬種のトリミング 

 3 グルーミング実習２ 様々な犬種のトリミング 

 4 グルーミング実習２ 様々な犬種のトリミング 

 5 グルーミング実習３ 様々な犬種のトリミング 

 6 グルーミング実習３ 様々な犬種のトリミング 

 7 グルーミング実習４ 様々な犬種のトリミング 

 8 グルーミング実習４ 様々な犬種のトリミング 

 9 グルーミング実習５ 様々な犬種のトリミング 

 10 グルーミング実習５ 様々な犬種のトリミング 

 11 グルーミング実習６ 様々な犬種のトリミング 

 12 グルーミング実習６ 様々な犬種のトリミング 

 13 グルーミング実習７ 様々な犬種のトリミング 

 14 グルーミング実習７ 様々な犬種のトリミング 

 15 グルーミング実習８ 様々な犬種のトリミング 

 16 グルーミング実習８ 様々な犬種のトリミング 

 17 グルーミング実習９ ドライングのポイント・強化 

 18 グルーミング実習９ ドライングのポイント・強化 

 19 グルーミング実習１０ ドライングのポイント・強化 

 20 グルーミング実習１０ ドライングのポイント・強化 

 21 グルーミング実習１１ ドライングのポイント・強化 

 22 グルーミング実習１１ ドライングのポイント・強化 

 23 グルーミング実習１２ ドライングのポイント・強化 



 24 グルーミング実習１２ ドライングのポイント・強化 

 25 グルーミング実習１３ ドライングのポイント・強化 

 26 グルーミング実習１３ ドライングのポイント・強化 

 27 グルーミング実習１４ ドライングのポイント・強化 

 28 グルーミング実習１４ ドライングのポイント・強化 

 29 グルーミング実習１５ ドライングのポイント・強化 

 30 グルーミング実習１５ ドライングのポイント・強化 

 31 グルーミング実習１６ ドライングのポイント・強化 

 32 グルーミング実習１６ ドライングのポイント・強化 

 33 グルーミング実習１７ ドライングのポイント・強化 

 34 グルーミング実習１７ ドライングのポイント・強化 

 35 グルーミング実習１８ ドライング 進度測定（小テ） 

 36 グルーミング実習１８ ドライング 進度測定（小テ） 

 37 グルーミング実習１９ ドライング 進度測定（小テ） 

 38 グルーミング実習１９ ドライング 進度測定（小テ） 

 39 グルーミング実習１９ 各作業 時間配分 

 40 グルーミング実習１９ 各作業 時間配分 

 41 グルーミング実習２０ 各作業 時間配分 

 42 グルーミング実習２０ 各作業 時間配分 

 43 グルーミング実習２１ 各作業 時間配分 

 44 グルーミング実習２１ 各作業 時間配分 

 45 グルーミング実習２２ 各作業 時間配分 

 46 グルーミング実習２２ 各作業 時間配分 

 47 グルーミング実習２３ 各作業 時間配分 

 48 グルーミング実習２３ 各作業 時間配分 

 49 グルーミング実習２４ 各作業 時間配分 

 50 グルーミング実習２４ 各作業 時間配分 

 51 グルーミング実習２５ 各作業 時間配分 

 52 グルーミング実習２５ 各作業 時間配分 

 53 グルーミング実習２６ 各作業 時間配分 

 54 グルーミング実習２６ 各作業 時間配分 

 55 グルーミング実習２７ 各作業 時間配分 

 56 グルーミング実習２７ 各作業 時間配分 

 57 グルーミング実習２８ 検定模擬試験 

 58 グルーミング実習２８ 検定模擬試験 

 59 グルーミング実習２９ 検定模擬試験 

 60 グルーミング実習２９ 検定模擬試験 

 61 グルーミング実習３０ 顔カット 全体とのバランス 

 62 グルーミング実習３０ 顔カット 全体とのバランス 

 63 グルーミング実習３１ 顔カット 全体とのバランス 

 64 グルーミング実習３１ 顔カット 全体とのバランス 

 65 グルーミング実習３２ 顔カット 全体とのバランス 



 66 グルーミング実習３２ 顔カット 全体とのバランス 

 67 グルーミング実習３３ 顔カット 全体とのバランス 

 68 グルーミング実習３３ 顔カット 全体とのバランス 

 69 グルーミング実習３４ 顔カット 全体とのバランス 

 70 グルーミング実習３４ 顔カット 全体とのバランス 

 71 グルーミング実習３５ 顔カット 全体とのバランス 

 72 グルーミング実習３５ 顔カット 全体とのバランス 

 73 グルーミング実習３６ 顔カット 全体とのバランス 

 74 グルーミング実習３６ 顔カット 全体とのバランス 

 75 グルーミング実習３７ 顔カット 全体とのバランス 

 76 グルーミング実習３７ 顔カット 全体とのバランス 

 77 グルーミング実習３８ 顔カット 全体とのバランス 

 78 グルーミング実習３８ 顔カット 全体とのバランス 

 79 グルーミング実習３９ 顔カット 全体とのバランス 

 80 グルーミング実習３９ 顔カット 全体とのバランス 

 81 グルーミング実習４０ 顔カット 全体とのバランス 

 82 グルーミング実習４０ 顔カット 全体とのバランス 

 83 グルーミング実習４１ 顔カット 全体とのバランス 

 84 グルーミング実習４１ 顔カット 全体とのバランス 

 85 グルーミング実習４２ 顔カット 全体とのバランス 

 86 グルーミング実習４２ 顔カット 全体とのバランス 

 87 グルーミング実習４３ ステイの見直し 体型を意識しシザーリング 

 88 グルーミング実習４３ ステイの見直し 体型を意識しシザーリング 

 89 グルーミング実習４４ ステイの見直し 体型を意識しシザーリング 

 90 グルーミング実習４４ ステイの見直し 体型を意識しシザーリング 

 91 グルーミング実習４５ ステイの見直し 体型を意識しシザーリング 

 92 グルーミング実習４５ ステイの見直し 体型を意識しシザーリング 

 93 グルーミング実習４６ 面の仕上がり 揃えを意識 

 94 グルーミング実習４６ 面の仕上がり 揃えを意識 

 95 グルーミング実習４７ 面の仕上がり 揃えを意識 

 96 グルーミング実習４７ 面の仕上がり 揃えを意識 

 97 グルーミング実習４８ 面の仕上がり 揃えを意識 

 98 グルーミング実習４８ 面の仕上がり 揃えを意識 

 99 グルーミング実習４９ 面の仕上がり 揃えを意識 

 100 グルーミング実習４９ 面の仕上がり 揃えを意識 小テスト 

 101 グルーミング実習５０ 面の仕上がり 揃えを意識 小テスト 

 102 グルーミング実習５０ 面の仕上がり 揃えを意識 小テスト 

 103 グルーミング実習５１ 面の仕上がり 揃えを意識 小テスト 

 104 グルーミング実習５１ 面の仕上がり 揃えを意識 

 105 グルーミング実習５２ 面の仕上がり 揃えを意識 

 106 グルーミング実習５２ 面の仕上がり 揃えを意識 

 107 グルーミング実習５３ 面の仕上がり 揃えを意識 



 108 グルーミング実習５３ 面の仕上がり 揃えを意識 

 109 グルーミング実習５４ 面の仕上がり 揃えを意識 

 110 グルーミング実習５４ 面の仕上がり 揃えを意識 

 111 グルーミング実習５５ 面の仕上がり 揃えを意識 

 112 グルーミング実習５５ 面の仕上がり 揃えを意識 

 113 グルーミング実習５６ 面の仕上がり 揃えを意識 

 114 グルーミング実習５６ 面の仕上がり 揃えを意識 

 115 グルーミング実習５７ 面の仕上がり 揃えを意識 

 116 グルーミング実習５７ 面の仕上がり 揃えを意識 

 117 グルーミング実習５８ 面の仕上がり 揃えを意識 

 118 グルーミング実習５８ 面の仕上がり 揃えを意識 

 119 グルーミング実習５９ 面の仕上がり 揃えを意識 

 120 グルーミング実習５９ 面の仕上がり 揃えを意識 
 
  



授業科目 グルーミング実習Ⅳ 

担当
教員 佐々木珠代 

トリマー 
実務
経験 有：■  無：□ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・後期 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 グルーミング演習Ⅲ 担当教員 中山 聡士 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 15 回 時間数 30 時間 

授業目的 犬種それぞれの特徴やグルーミングポイント、良きアドバイザーとして快適な犬との生活環境を
述べることができる。 

到達目標 グルーミングの目的・必要性を理解し実技授業で応用し、カットができるようになる。 

テキスト・ 
参考図書等 

ドッググルーマーズプロフェッショナルワークブック 
最新犬種図鑑 写真で見る犬種とスタンダード 
ウィッグ 

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験 60 

評価試験での評価（実技試験の場合もあり）：60％ 
小テスト：40％ 

レポート 0 
小テスト 40 
提出物 0 
その他 0 

履修上の 
留意事項 

グルーミング実習の進度により内容に変更がある場合あり  
授業内で小テストを行う 
ウィッグを使用し実技を行う場合もあり 

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 復習 技術 知識の確認 

 2 グルーミング基礎① オールシザー 順番 

 3 グルーミング基礎② 産前 産後のグルーミング 

 4 グルーミング基礎③ 歯 耳 尾 

 5 グルーミング基礎④ グルーミング犬種のカット  
小テスト 

 6 グルーミング基礎⑤ 顔カット バリエーション 

 7 グルーミング基礎⑥ カラーリング 

 8 グルーミング基礎⑦ 薬用シャンプー 

 9 犬種別学習 プードル ショークリップ 

 10 グルーミング基礎⑦ 犬種別学習① 

 11 グルーミング基礎⑧ 犬種別学習② 

 12 ペットカットについて 小
テスト アレンジカット 

 13 検定対策（筆記） 試験対策① 

 14 検定対策（筆記） 試験対策② 

 15 検定対策（筆記） 模擬試験 
 
  



授業科目 グルーミング演習Ⅲ 

担当
教員 中山 聡士 

トリマー 
実務
経験 有：■  無：□ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 コンピュータ演習Ⅲ 担当教員 小川 紀子 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 15 回 時間数 30 時間 

授業目的 コンピュータを利用した事務作業で必要な文書の作成やマナーについて学習。就職活動に実践で
活用できる内容の学習と習得。 

到達目標 必要に応じたコンピュータの利用技術の取得。 
就職活動に関する必要な知識を学び、個々の就労意識を高め、就職活動に役立てる。 

テキスト・ 
参考図書等  

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験 0 

 
レポート  
小テスト 20 
提出物 60 
その他 20 

履修上の 
留意事項  

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 PowerPoint 基本  1 基本操作① 

 2 PowerPoint 基本  2 基本操作 ② 

 3 PowerPoint 基本  3 図形やスライドの挿入① 

 4 PowerPoint 基本  4 図形やスライド挿入② 

 5 PowerPoint 基本  5 書式設定 

 6 PowerPoint 基本 6 アニメーション① 

 7 PowerPoint 基本  7 アニメーション② 

 8 PowerPoint 課題 PowerPoint 課題作成 

 9 PowerPoint 課題 PowerPoint 課題作成 

 10 Word 基本  1 基本的なビジネス文書 

 11 Word 基本 2 表を含んだビジネス文書 

 12 Word 基本  3 図や図形を含んだビジネス文書 

 13 Word 基本  4 図の挿入を用いた文書作成① 

 14 Word 基本 5 図の挿入を用いた文書作成②・小テスト 

 15 Word 課題 Word 課題作成 
 
  



授業科目 コンピュータ演習Ⅲ 

担当
教員 小川紀子 

 
実務
経験 有：□  無：■ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 グルーミング演習Ⅳ 担当教員 中山 聡士 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・後期 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 15 回 時間数 30 時間 

授業目的 犬種それぞれの特徴やグルーミングポイント、良きアドバイザーとして快適な犬との生活環境を
述べることができる。 

到達目標 グルーミングの目的・必要性を理解し実技授業で応用し、カットができるようになる。 

テキスト・ 
参考図書等 

ドッググルーマーズプロフェッショナルワークブック 
最新犬種図鑑  写真で見る犬種とスタンダード 
ウィッグ 

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験 60 

評価試験により評価する（実技試験の場合もあり）：60％ 
小テスト：40％ 

レポート 0 
小テスト 40 
提出物 0 
その他 0 

履修上の 
留意事項 

グルーミング実習の進度により内容に変更がある場合あり  
授業内で小テストを行う 
ウィッグを使用し実技を行う場合もあり 

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 検定対策（実技）① 試験内容 採点ポイント 

 2 検定対策（実技）② 各作業のポイント確認 

 3 グルーミング基礎 毛流について 小テスト 

 4 グループワーク カットのポイント 
意見交換 

 5 接客対応② 接客トラブル シュミレーション 

 6 制作① カットポスター制作 

 7 制作② カットポスター制作 

 8 猫について 猫のグルーミング 

 9 グルーミング基礎① 犬種別学習① 

 10 グルーミング基礎② 犬種別学習② 小テスト 

 11 栄養学① 犬のおやつ調理 

 12 栄養学② 犬のおやつ調理 

 13 カットコンテスト準備 カットコンテストに向けウィッグなど準備 

 14 カットコンテスト カットコンテスト 

 15 カットコンテスト カットコンテスト 
 
  



授業科目 グルーミング演習Ⅳ 

担当
教員 中山 聡士 

トリマー 
実務
経験 有：■  無：□ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・後期 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 しつけ・トレーニング演習Ⅱ 担当教員 長谷川 満 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 15 回 時間数 30 時間 

授業目的 基本的なしつけを学び、訓練の重要性を体感し飼い主様に基本的なアドバイスができるようにな
る。 

到達目標 訓練、しつけを通して犬と心を通わせコマンドができるようになる。 

テキスト・ 
参考図書等 犬のしつけ学（基礎と応用） 

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験 70 

評価試験：70％ 
小テスト：30％ 

レポート 0 
小テスト 30 
提出物 0 
その他 0 

履修上の 
留意事項  

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 トレーニング 1 トレーニングの方法 

 2 トレーニング 2 トイレ、イタズラ 

 3 トレーニング 3 じゃれつき、甘噛み 

 4 トレーニング 4 鳴き、吠え 

 5 トレーニング 5 ルール作り、関わり方、小テスト 

 6 トレーニング 6 問題行動、行動修正法 

 7 トレーニング 7 攻撃行動 

 8 トレーニング 8 散歩、引っ張り、小テスト 

 9 実技 1 リードの持ち方、制御 

 10 実技 2 注意を引く、一緒に歩く 

 11 実技 3 落ち着かせる、座らせる 

 12 実技 4 フードを使って注意を引く、クリッカー 

 13 実技 5 フードを使って注意を引く、一緒に歩く 

 14 実技 6 実技評価 

 15 トレーニング 9 問題行動の予防や対応 
 
  



授業科目 しつけ・トレーニング演習Ⅱ 

担当
教員 長谷川満 

訓練士 
実務
経験 有：■  無：□ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 ペット栄養学Ⅱ 担当教員 佐藤 真帆 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・後期 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 8 回 時間数 15 時間 

授業目的 動物飼養者への栄養指導に活かすことができる。 

到達目標 ペット栄養管理士認定試験合格 

テキスト・ 
参考図書等 プリント教材 

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験 70 

評価試験：70％ 
小テスト：30％ 

レポート  
小テスト 30 
提出物  
その他  

履修上の 
留意事項  

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 臨床栄養学７ 疾病別の栄養管理⑤(心疾患系) 

 2 臨床栄養学８ 疾病別の栄養管理⑥(膵臓、肝臓疾患) 

 3 臨床栄養学９ 疾病別の栄養管理⑦(その他の疾患) 

 4 臨床栄養学まとめ 小テスト 

 5 ペットフード総論１ ペットフードの歴史、法令 

 6 ペットフード総論２ ペットフードの種類、加工、添加物 

 7 ペットフード総論３ ペットフード市場 

 8 ペットフード総論４ ペットフードの各種動物試験法 
 
  



授業科目 ペット栄養学Ⅱ 

担当
教員 佐藤 真帆 

動物病院 
実務
経験 有：■  無：□ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・後期 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 施設見学・特別講義Ⅱ 担当教員 中山 聡士 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・通年 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 15 回 時間数 30 時間 

授業目的 

①ドッグショーについて学ぶ 
②動物園見学など動物関連施設を見学しその役割や業務内容を学ぶ 
③盲導犬協会の概要と盲導犬の役割を理解 
④専門講師による講義 
⑤社会人マナーについて学ぶ 

到達目標 上記の内容を体験した上で動物の飼育に対する理解を深める。 

テキスト・ 
参考図書等  

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験 0 

提出物の内容により評価 
レポート 0 
小テスト 0 
提出物 100 
その他 0 

履修上の 
留意事項  

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 ドッグショー見学 見学前の事前学習  ドッグショーについて調べる 

 2 ドッグショー見学 ドッグショー見学を通じスタンダードを理解する① 

 3 動物園見学 動物園でのバックヤード見学 ① 

 4 動物園見学 動物園でのバックヤード見学 ② 

 5 動物園見学 動物園でのバックヤード見学 ③ 

 6 盲導犬協会 盲導犬の役割理解① 

 7 盲導犬協会 盲導犬の役割理解② 

 8 動物施設見学 動物関連の施設見学① 

 9 動物施設見学 動物関連の施設見学② 

 10 専門講師による講義１ 専門的な講義で深い知識を身に着ける① 

 11 専門講師による講義１ 専門的な講義で深い知識を身に着ける① 

 12 専門講師による講義２ 専門的な講義で深い知識を身に着ける② 

 13 専門講師による講義２ 専門的な講義で深い知識を身に着ける② 

 14 講義１ 社会人マナーについて① 

 15 講義２ 社会人マナーについて② 
 
  



授業科目 施設見学・特別講義Ⅱ 

担当
教員 林恵 

トリマー 
実務
経験 有：■  無：□ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・通年 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 愛玩対策Ⅱ 担当教員 佐藤 真帆 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・通年 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 23 回 時間数 45 時間 

授業目的 愛玩動物飼養管理士１級の合格レベル、知識を覚える。 

到達目標 愛玩動物飼養管理士１級に合格する。 

テキスト・ 
参考図書等 

愛玩動物飼養管理士 1 級教本第 1 巻・第 2 巻                                                                                
課題報告問題集 

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験 70 

評価試験：70％ 
小テスト：30％ 

レポート  
小テスト 30 
提出物  
その他  

履修上の 
留意事項  

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 動物の体の仕組みと働きⅡ 身体の仕組みと働き 

 2 動物の遺伝と繁殖生理 動物の遺伝・動物の繁殖生理 

 3 動物の行動と社会 動物の行動と社会 

 4 適正飼養指導論 適正飼養指導論 

 5 犬と猫の栄養学 1 栄養素とその機能・小テスト 

 6 犬と猫の栄養学 2 犬と猫が必要とする栄養素 

 7 犬と猫の栄養学 3 ライフステージと栄養 ・ 犬と猫のペットフードの進展 

 8 動物関係法令 1 動物と法律 ・  飼養動物と関係法令 ・ 野生動物と
関係法令 ① 

 9 動物関係法令 2 動物と法律 ・  飼養動物と関係法令 ・ 野生動物と
関係法令 ② 

 10 動物愛護・適正飼養関連法
規Ⅱ 動物愛護に関しての法律 

 11 飼育動物の種類と特徴 産業動物と野生動物について・小テスト 

 12 動物の疾病とその予防 1 犬の疾病とその予防 ① 

 13 動物の疾病とその予防 2 犬の疾病とその予防 ② 

 14 動物の疾病とその予防 3 猫の疾病とその予防 ① 

 15 動物の疾病とその予防 4 猫の疾病とその予防 ② 

 16 動物の飼養管理と公衆衛生 人と動物の共生に必要な公衆衛生・人と動物の共通感染症
とその対策 

 17 自然と人間 自然環境と世界の動き ・ 自然環境と人間のかかわり 

 18 検定対策 1 課題報告問題・小テスト 

 19 検定対策 2 課題報告問題 

 20 検定対策 3 課題報告問題 

 21 検定対策 4 課題報告問題 

 22 検定対策 5 課題報告問題 



 23 検定対策 6 課題報告問題 
 
  



授業科目 愛玩対策Ⅱ 

担当
教員 佐藤 真帆 

動物病院 
実務
経験 有：■  無：□ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・通年 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 店舗実習Ⅱ 担当教員 中山 聡士 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 60 回 時間数 120 時間 

授業目的 講義・学内実習で学んだ知識と技術を基に、実務経験を通して総合的な動物美容、販売が実践で
きるための基礎能力を習得する。 

到達目標 施設での実務経験を通してグルーミング技術や知識の向上を目指す。 

テキスト・ 
参考図書等 実習着 グルーミング道具 

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験 0 

実習先での評価を基に総合評価、実習日誌で評価 
レポート 0 
小テスト 0 
提出物 50 
その他 50 

履修上の 
留意事項 

実際の現場での実習になるので店舗の方への感謝を忘れずに取り組む。 
接客業の基本を直に学び、プロの技術を学ぶ。 

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 実習オリエンテーション 

・個人票作成 
・出発式参加 
・実習参加へ向けた技術 知識 礼儀などの確認 
・日誌記入について 

 2 実習オリエンテーション 

・個人票作成 
・出発式参加 
・実習参加へ向けた技術 知識 礼儀などの確認 
・日誌記入について 

 3 実習オリエンテーション  

 4 実習オリエンテーション  

 5 実習オリエンテーション  

 6 実習オリエンテーション  

 7 実習オリエンテーション  

 8 実習オリエンテーション  

 9 店舗実習 店舗業務の補助 見学 
※各実習施設により履修内容に変更の可能性があります 

 10 店舗実習 店舗業務の補助 見学 
※各実習施設により履修内容に変更の可能性があります 

 11 店舗実習  

 12 店舗実習  

 13 店舗実習  

 14 店舗実習  

 15 店舗実習  

 16 店舗実習  

 17 店舗実習  

 18 店舗実習  

 19 店舗実習  



 20 店舗実習  

 21 店舗実習  

 22 店舗実習  

 23 店舗実習  

 24 店舗実習  

 25 店舗実習  

 26 店舗実習  

 27 店舗実習  

 28 店舗実習  

 29 店舗実習  

 30 店舗実習  

 31 店舗実習  

 32 店舗実習  

 33 店舗実習  

 34 店舗実習  

 35 店舗実習  

 36 店舗実習  

 37 店舗実習  

 38 店舗実習  

 39 店舗実習  

 40 店舗実習  

 41 店舗実習  

 42 店舗実習  

 43 店舗実習  

 44 店舗実習  

 45 店舗実習  

 46 店舗実習  

 47 店舗実習  

 48 店舗実習  

 49 店舗実習  

 50 店舗実習  

 51 店舗実習  

 52 店舗実習  

 53 店舗実習  

 54 店舗実習  

 55 店舗実習  

 56 店舗実習  

 57 店舗実習 実習報告会（準備含む） 

 58 店舗実習 報告会（準備含む） 

 59 店舗実習 実習報告会（準備含) 

 60 店舗実習 実習報告会（準備含む） 
 



  



授業科目 店舗実習Ⅱ 

担当
教員 林恵 

トリマー 
実務
経験 有：■  無：□ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 就職セミナー(2 年) 担当教員 古久保 英樹 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 8 回 時間数 15 時間 

授業目的 社会人としての知識・マナー、自己の考えと進路研究。進路決定のための取り組み。 

到達目標 将来に向けた各々の考えを明確にし、早期の就職活動を可能にする。 

テキスト・ 
参考図書等  

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験  

提出物と授業中の取り組み姿勢を合わせ、総合的に評価します。 
レポート  
小テスト  
提出物 80 
その他 20 

履修上の 
留意事項  

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 就職指導 1 就職活動について(自己分析） 

 2 就職指導 2 就職活動について(コミュニケーション力） 

 3 就職指導 3 就職活動について(就職先について考える） 

 4 就職指導 4 就職活動について(活動内容、求人の見方） 

 5 就職指導 5 就職活動について（履歴書、志望動機） 

 6 就職指導 6 就職活動について（受験時の行動、面接時の心構え） 

 7 社会教養 1 社会人１年目、マナー・常識 

 8 社会教養 2 社会人基礎力について 
 
  



授業科目 就職セミナー(2 年) 

担当
教員 古久保 英樹 

 
実務
経験 有：□  無：■ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 



授業科目 動物看護学Ⅲ 担当教員 佐藤 真帆 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 必修・選択区分 必修 単位数  

授業形態  授業回数 15 回 時間数 30 時間 

授業目的 動物診療助手資格の取得 

到達目標 動物の基礎から動物病院での応用実践まで、関係性を予測し実施することができる。 

テキスト・ 
参考図書等 目指せ早期発見！わかる犬の病気 

評価方法・ 
評価基準 

評価方法 評価割合(%) 評価基準 
試験 70 

評価試験：70％ 
小テスト：30％ 

レポート  
小テスト 30 
提出物  
その他  

履修上の 
留意事項  

履修主題・ 
履修内容 

回 履修主題 履修内容 

1 動物の病気 1 筋骨の病気と看護 

 2 動物の病気 2 消化器の病気と看護 

 3 動物の病気 3 呼吸器の病気と看護 

 4 動物の病気 4 皮膚の病気と看護 

 5 動物の病気 5 眼と耳の病気と看護 

 6 動物の病気 6 泌尿器の病気と看護 

 7 動物の病気 7 循環器の病気と看護 

 8 動物の病気 8 内分泌の病気と看護 

 9 動物の病気 9 生殖の病気と看護 

 10 動物の病気 10 避妊手術と去勢手術の必要性 

 11 感染症 1 犬に感染する感染症と狂犬病 

 12 感染症 2 猫に感染する感染症 

 13 感染症 3 寄生虫感染① 

 14 感染症 4 寄生虫感染② 

 15 感染症 5 人獣共通感染症 
 
  



授業科目 動物看護学Ⅲ 

担当
教員 佐藤 真帆 

動物病院 
実務
経験 有：■  無：□ 

対象年次・学期 トリマー学科 2 年・前期 担当
教員  

 

授業形態  実務
経験  

 担当
教員  

 
実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 担当
教員  

  実務
経験  

 


